
「みんなでECO.」
3つのテーマ 実施項目 環境目標 評価 通年実績 備考

東京メトロ
自らのエコ化

鉄道事業の省エネ化

新造車両の導入(VVVF車両)66両(11編成)

車内照明へのLED照明の導入
118両(21編成)

広告用内照式看板のLED化(1,104面)

省エネ活動の推進

グリーン購入の推進　実施率97.5%以上

コピー用紙の使用量削減
2010～2012年度総使用量から
3％削減（目標値174.9ｔ）

車両自動洗浄機での再利用水の活用
再利用水使用率85%以上

廃棄物管理の推進
一般・産業廃棄物リサイクル率90%以上 

建設副産物のリサイクル
建設発生土・アスファルト塊・
コンクリート塊：100%、
建設泥土：90%以上

防振まくらぎの敷設促進(740ｍ)

PCB廃棄物の適正処理・
厳正管理

自然や街並みを体験できるイベントの開催

社員参加型の環境保全活動の実施
(3イベントの実施)

環境対策報告書類の提出・公表

環境教育の実施(600人)

環境への取組みのPR

エレベーター整備の推進(4駅)

太陽光発電システムの導入(6駅)

制御装置の更新(VVVF化)64両(9編成)
・PMSM対応　30両(5編成)
・従来型　　　 34両(4編成)　

64両(９編成)

140両(24編成)

344面

照明機器や空調の適正管理

5駅

実施率 98．7％

建設発生土・アスファルト塊・
コンクリート塊： 100％
建設泥土： 99％

保管と処理を実施

5駅
●  エレベーターを整備しバリアフリー化を推進
　田原町駅、東高円寺駅、(東)飯田橋駅、綾瀬駅、
　新御茶ノ水駅

●  東京まちさんぽや、夏の仮面ライダースタンプラリー等の
　イベントにより72,100人を誘客

●  海の森植樹ボランティア・メトロファミリーパーク 
　in AYASE 出展・親と子のこどもエネルギークイズ選手権

●  平成24年度のエネルギー使用状況について、省エネ法に
　基づく「中長期計画書」及び「定期報告書」、東京都
　環境確保条例に基づく「地球温暖化対策報告書」を
　各管轄行政機関に提出

●  エコリーダー・エコスタッフ研修、新入社員研修、
　経営層向け講演会などの講義を実施

●  6月に長期環境戦略「みんなでECO.」を公表
●  案内冊子や広告等で、お客様に当社の環境への取組みをPR

イベントを開催

3イベントの実施

期限どおりに提出・公表

585人

適宜PRを実施

480m

使用量約  185.3t

再利用水使用率  55.4%

● 目標値比使用率：105.9％

● 使用量5,981klのうち3,315klを再利用
● 和光検車区にて設備不具合があり6月に新しい装置を設置

●  全体排出量66,866t（一般：5,010t　産業：61,856t）
●  リサイクル量62,704t（一般：5,008t　産業：57,696t）

●  防振まくらぎ敷設工事を実施　(丸)255ｍ、(千)225ｍ
●  夜間試運転が作業遅れの原因

●  車両部保管分PCB廃棄物325台を処理

●  建設発生土、アスファルト・コンクリート塊、コンクリート塊：
　計118,181m3

●  建設泥土：19,971m3

●  事務用品等購入時にグリーン購入を実施
●  文具類、OA機器等の特定品目（11分野65品目）が対象

●  銀座線新造車両を導入1000系：66両(11編成)

●  PMSM対応02系：30両(5編成)
●  従来型03系：24両(3編成)、8000系：10両(1編成)　

●  車両の新造及び改良工事時に車内照明にLEDを導入
　1000系：66両(11編成)、02系：30両(5編成)、
　05系転籍：12両(4編成)、8000系：10両(1編成)、
　7000系：10両(1編成)、9000系：12両(2編成)

駅照明へのLED照明の導入(11駅) 17駅

●  駅コンコースやホーム、トイレ等の照明にLEDを導入
　（丸）赤坂見附、荻窪、（日）銀座、門前仲町、西葛西、浦安、
　妙典、乃木坂、代々木上原、麹町、新富町、豊洲、（半）永田町、
　押上、白金台、白金高輪、（南）後楽園、和光技術区

関連事業の省エネ化

事務オフィスの省エネ化

再生可能エネルギーの活用

環境にやさしい物品の使用

資源の効率的な使用

リサイクル、
リユースの推進

騒音・振動の低減

環境汚染の予防

東京メトロを
使ってエコ 円滑な移動の実現 エスカレーター整備の推進(1駅) 1駅 ●  (半)渋谷駅

多機能トイレ整備の推進(13駅) 11駅

●  多機能トイレを整備しバリアフリー化を推進
　(銀)溜池山王駅、後楽園駅、新宿駅、中野新橋駅、
　南阿佐ヶ谷駅、(日)上野駅、人形町駅、湯島駅、麹町駅、
　神保町駅、駒込駅

 

環境負荷の少ない
地下鉄の利用促進

沿線地域とエコ 沿線地域と連携した
環境保全活動の実施

3つのテーマ
共通

環境関連法規制の遵守

環境保全活動に
関する情報発信

廃棄物の削減・資源消費の削減

騒音・振動の低減

環境汚染の予防

公共交通の利用促進

地域連携による環境保全

環境関連法規制の遵守

環境意識の啓発

地球温暖化防止

66両(11編成)

駅内照式看板のLED化(1駅) ●  豊洲駅1駅

回生電力活用の検討(駅補助電源装置)(1駅) ●  妙典駅

●  工事集中による遅れ

●  照明機器や空調の適正管理など、日常レベルでの
　省エネ活動の実施　

●  東西線地上駅の屋根上に太陽光発電システムを導入
　西葛西駅、葛西駅、行徳駅、南行徳駅、原木中山駅
　西船橋駅は2015年3月導入予定

1駅

リサイクル率  93.5%
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